
















































































































































































































寺領宛行の判物・朱印状は、慶長 7 年(1602)8 月および 8 年 8 月付のものが 40




































関連史料によって、朱印状の日付が家康・秀忠の忌日である 17 日・24 日に集
中していることに注目し、徳川将軍家の先祖供養祈祷が朱印地寺院の役割とし
てあらたに設定されたことなどが指摘されている。 
 これまで、近世前期の寺社政策は、キリシタン改めをになうために、本末制
度や寺請・寺壇制度などが次第に整備され、統合されていく過程として描か
れ、各時点での個々の政策は、統合という結果に至る予定調和的な段階として
説明されてきた。研究史上、そのことへの批判はすでに表明されてはいるが、
それにかわる具体的な研究がなお試行錯誤にあるなかで、本研究は、個々の寺
領宛行がそれぞれの政治状況に対応することで、その時々の目的と条件をもっ
て政策立案され、模索、遂行されてきたことを明らかにしたのである。 
 もちろん本論文には今後に残された課題もある。たとえば「学問領」の設定
を通じて奨励された学問や仏事・法会などの実態を明らかにできれば、寺内の
組織改革や教義の近世的変容などについてのさまざまな個別寺院・宗派研究の
成果につながり、それらをまとめていく契機にもなろう。また、さまざまな武
家祈祷の実態の解明、大名領における寺領宛行の問題も、政治過程論との関わ
りで重要である。それらは著者によっても十分に自覚されており、今後の成果
が期待されるところでもある。 
 以上、審査したところにより、本論文は博士（文学）の学位論文として価値
あるものと認められる。なお、平成２８年３月３日、調査委員３名が論文内容
とそれに関連した事柄について口頭試問を行った結果、合格と認めた。 
 なお、本論文は、京都大学学位規程第１４条第２項に該当するものと判断
し、公表に際しては、当分の間、当該論文の全文に代えてその内容を要約した
ものとすることを認める。 
 
 
 
 
